
迚
反
対
討
論
迥

迚
反
対
討
論
迥

迚
反
対
討
論
迥

迚
反
対
討
論
迥

現
行
の
運
用
通
り
な
の

で
、
支
障
は
出
な
い
。

新
制
度
の
ね
ら
い
は
、
保

育
の
市
場
化
に
道
を
開
く
こ

と
。
町
の
調
整
権
が
縮
小
さ

れ
る
中
で
は
、
保
護
者
や
子

ど
も
に
と
っ
て
十
分
な
調
整

が
で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
。

（
根
岸
）

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
の
運
営
基
準

保
護
者
が
出
向
く
回
数

が
増
え
る
の
で
は
。

地
域
や
家
庭
と
密
着
し

た
運
営
を
規
定
し
た
。

施
設
の
あ
っ
せ
ん
、
調

整
及
び
要
請
に
対
す
る
協
力

と
は
。利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
、
施
設
は
応
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
規
定
で
あ
る
。

保
育
や
教
育
方
針
に
沿

っ
て
、
自
由
に
教
材
費
等
買

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
が
。

保
育
料
の
外
に
別
途
徴

収
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

保
護
者
や
子
供
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
な
い
場
合
が
起
き

る
。
こ
ど
も
園
で
は
、
１
日

の
う
ち
に
何
度
も
部
屋
が
換

わ
る
。
保
護
者
の
負
担
が
増

え
る
。

（
根
岸
）

小
規
模
保
育
園
な
ど
の

設
備
及
び
運
営
基
準

給
食
室
の
義
務
が
な
く

な
る
の
か
。

そ
の
た
め
に
、
例
外
規

定
が
設
け
ら
れ
た
。

保
育
士
の
資
格
な
ど
緩

和
さ
れ
て
い
る
が
。

国
と
し
て
は
、
た
く
さ

ん
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

町
内
で
該
当
す
る
施
設

は
あ
る
か
。

事
業
所
内
施
設
が
２
ヶ

所
あ
る
。

職
員
の
資
格
や
給
食
室
の

規
定
を
緩
和
し
て
い
る
こ
と
。

年
齢
差
な
ど
を
考
慮
し
た
保

育
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
十
分
確

保
で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
。

（
根
岸
）

学
童
保
育
の

設
備
及
び
運
営
基
準

公
的
な
設
置
義
務
は
な

い
の
に
、
事
業
者
に
設
備
や

運
営
の
向
上
を
義
務
付
け
る

の
か
。

実
施
の
時
に
届
出
が
必

要
に
な
る
の
で
、
公
的
な
責

任
が
あ
る
。

学
童
保
育
に
児
童
館
や

子
ど
も
教
室
事
業
を
押
し
付

け
て
い
る
の
で
は
。

保
護
者
、
指
導
員
等
が

示
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度

か
ら
は
町
の
実
施
義
務
が
条

文
化
さ
れ
る
べ
き
だ
。

し
か
し
、
町
長
は
設
備
及

び
運
営
の
向
上
を
勧
告
で
き

る
な
ど
と
あ
る
。
ま
た
、
毎

日
同
じ
子
ど
も
の
生
活
の
場

と
い
う
文
言
が
欠
け
て
い
る
。

（
根
岸
）

一
般
会
計
補
正
予
算

教
育
委
員
会
の

改
革
準
備
費
計
上

給
食
セ
ン
タ
ー
の
基
本

設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委

員
報
償
と
は
。

学
校
給
食
の
新
た
な
あ

り
方
調
査
検
討
委
員
会
か
ら

提
言
い
た
だ
き
、
要
望
を
取

り
込
ん
だ
設
計
を
指
名
業
者

か
ら
提
案
い
た
だ
き
、
審
査

す
る
も
の
で
あ
る
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

空
調
機
工
事
で
は
各
部
屋
ご

と
に
温
度
調
整
が
で
き
る
か
。

各
部
屋
ご
と
に
ス
イ
ッ

チ
が
あ
り
、
管
理
で
き
る
。

胃
が
ん
予
防
の
ピ
ロ
リ

菌
感
染
検
査
の
状
況
は
。

国
で
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
が
平
成
24
年
８
月
に

成
立
。
そ
れ
に
伴
っ
て
認
定

こ
ど
も
園
法
や
児
童
福
祉
法
、

私
立
学
校
法
な
ど
も
改
正
さ

れ
成
立
。

保
育
の
必
要
性
と

必
要
量
の
認
定
調
整

調
整
な
ど
事
務
の
量
が

増
え
る
の
で
は
。

保
育
の
認
定
を
全
部
す

る
の
で
多
く
な
る
。
教
育
委

員
会
と
も
協
議
す
る
。

１
ヶ
月
64
時
間
と
す
る

よ
り
、
お
お
む
ね
50
時
間
以

上
な
ど
と
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
。
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答 問

答答答 問問問答 問

答 問問

答答 問

答答 問問問

問

問 答答

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度

来
年
4
月
か
ら
ど
う
な
る

県道第343号線（岩殿・岩井線）の
拡幅改修工事を求める意見書
比企郡鳩山町地内における県道第343号線

（岩殿・岩井線）の大字石坂地内男坂下交差点付
近から、大字赤沼地内都市計画道路「入西・赤
沼線」との交差点付近までの区間は、（中略）狭
小のうえ歩道も無く、なおかつ急カーブで見通
しも悪く通行車両はもとより、歩行者にとって
も非常に危険な箇所です。過去には多くの交通
事故や痛ましい死亡交通事故も発生しています。
地元住民からの道路改修要望は以前から繰り返
し出されています。
このような現状の中、県におかれましては今
年度、県単独での事業が可能か調査のための測
量委託業務が予定されているとのことですが、
地域の窮状をご推察いただき、越辺川改修工事
の進捗に拘わらず、早急に県道第343号線当該
箇所の拡幅改修工事及び、これに付随する一級
河川鳩川に架かる橋梁重郎橋の拡幅改修工事を
行うよう強く求めます。
平成26年９月12日

埼玉県比企郡鳩山町議会
（一部省略）

意見書を県へ提出しました！
石井議員が提案し、全会一致で可決

学童保育　みんなでおやつ


